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今
年
の
春
は
早
足
で

　

昨
年
よ
り
早
く
開
花
し
た「
が
い
せ
ん

桜
」。毛
無
山
で
も
、「
カ
タ
ク
リ
」の
開
花

が
早
か
っ
た
で
す
。

399



平成26年度じげおこし事業の取り組みをお知らせします。平成26年度じげおこし事業の取り組みをお知らせします。

地区名

野土路 

高　下

中　谷

浦　手

梨　瀬

大　原

滝の尻

田　浪

二ツ橋

戸　島

田　井

田　中

事　業　 内 　 容

荒神様祭り、大山咋神社祭り、伊勢の宮神社祭り、のとろほたる祭り
地区親睦研修会、緑と花いっぱい運動

河川清掃、草刈り、宇賀神社境内雑木切り
緑と花いっぱい運動

中谷向林道草刈、観音堂掃除、山の神掃除、公民館周辺掃除
秋祭り、中谷春祭り

山の神水路清掃、河川敷大掃除、林道草刈り
山の神祭り、荒神様・御鴨神社初祈祷、緑と花いっぱい運動

新庄川土手草刈り、薬師堂夏祈祷、笠抜水路掃除、懇親会
御鴨神社春祈祷

梅林手入れ、愛宕まつり、秋季荒神まつり
新年お日待ち、春季荒神まつり

河川清掃、愛宕宮清掃及び祭事
山の神清掃、懇親会

毛無山山まつり、観音様祭り、
田浪神社しめ縄作り、田浪神社祭

もみじ・桜植栽及び草刈り作業
山の神もみじ桜草刈り及び祭り

地区内清掃活動、通学路草刈り、公民館周辺草刈り及び清掃作業
地区懇親会

田井河川・石仏様・龍王様等の清掃作業
地区懇親会、龍王様祭り

用水路維持管理、公民館周辺管理、新庄神社清掃・夏祈祷
諏訪神社・八幡荒神社清掃・秋祭り、初祈祷

地区名

鍛冶屋

幸　町

上　町

本　町

中　町

東　町

西　町

旭　町

茅　見

大　所

田中住宅

カケ住宅

事　業　 内 　 容

地区内水路清掃
地区懇親会

公民館外壁ペンキ塗りと清掃、夏祈祷
新庄川・戸島川の河川清掃・草焼き、緑と花いっぱい運動

がいせん桜通りの環境美化(毎月１回実施）、河川の草刈り整備
水路・鯉池周辺の環境美化、緑と花いっぱい運動

河川草刈り、イルミネーション取り付け
緑と花いっぱい運動

がいせん桜通り・水路等の清掃
独居老人宅等の雪かき作業

長イスの塗装作業
地区親睦会

須貝邸駐車場草刈り及び清掃作業
緑と花いっぱい運動

河川草刈り作業
緑と花いっぱい運動

隼鷲宮祭り
山の神祭り、荒神祭り

地区内草刈り・清掃
公民館清掃、水路掃除

住宅周辺の環境美化活動
庭木の剪定

住宅周辺の草刈り・美化活動
地区懇親会

（2）平成27年5月20日発行第399号 広 報 新 庄

 

任
期
満
了
に
伴
う
岡
山
県
議
会

議
員
選
挙
が
、
４
月
３
日
告
示
、

12
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
庄
村
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
　
　
　

（
届
出
順
・
敬
称
略
）

河
野
け
い
じ
（
36
才
）
２
４
０
票

浅
野
み
の
る
（
75
才
）
３
３
２
票

当
日
の
有
権
者
数
８
１
１
人

（
男
３
８
８
人　

女
４
２
３
人
）

投
票
者
数　
　
　

５
７
７
人

（
男
２
７
３
人　

女
３
０
４
人
）

投
票
率                 

71
・
15
％

（
男
70
・
36
％　

女
71
・
87
％
）

    

（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

　

任
期
満
了
に
伴
う
新
庄
村
議
会

議
員
選
挙
が
、
４
月
21
日
告
示
、

26
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開

票
の
結
果
次
の
方
々
が
当
選
と
決

ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

（
届
出
順
・
敬
称
略
）

深
井
義
明
（
67
才
）
当
選
２
回

園
山
重
充
（
56
才
）
初
当
選

稲
田
泰
男
（
57
才
）
当
選
４
回

坂
本
英
典
（
63
才
）
初
当
選　

磯
田
博
基
（
66
才
）
当
選
７
回

髙
村
茂
博
（
61
才
）
当
選
２
回

髙
村
與
則
（
70
才
）
初
当
選

川
上　

正
（
76
才
）
当
選
４
回

当
日
の
有
権
者
数
８
１
１
人

（
男
３
８
８
人　

女
４
２
３
人
）

投
票
者
数　
　
　

７
４
０
人

（
男
３
５
２
人　

女
３
８
８
人
）

投
票
率　
　

          

91
・
25
％

（
男
90
・
72
％　

女
91
・
73
％
）

（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

　

５
月
７
日
、
新
庄
村
議
会
議
員

選
挙
後
初
の
議
会
が
開
催
さ
れ
、

次
の
と
お
り
役
職
が
決
ま
り
ま
し

た
。

議　

長　
　
　
　

川 

上　

  

正

副
議
長　
　
　
　

稲 

田 

泰 

男

総
務
委
員
長　
　

深 

井 

義 

明

総
務
副
委
員
長　

坂 

本 

英 

典

監
査
委
員　
　
　

髙 

村 

茂 

博

（
議
会
事
務
局
）

 

平
成
27
年
度
第
１
回
区
長
会
を

４
月
30
日
（
木
）
に
創
生
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
小
倉
村
長
か
ら
今
年
度

は
地
方
創
生
元
年
と
し
て
人
口
減

少
ス
ト
ッ
プ
対
策
や
経
済
の
活
性

化
に
取
り
組
む
と
共
に
、
区
長
さ

ん
を
先
頭
に
全
国
に
発
信
で
き
る

モ
デ
ル
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
堀
副
村
長
か
ら
も
自
己
紹

介
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

  

そ
の
後
議
事
に
移
り
、
今
年
度

の
区
長
代
表
に
田
中
寛
一
氏
（
上

町
）
、
副
代
表
に
辻
良
典
氏
（
西

町
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
役
場
か
ら
平
成
27
年

度
一
般
会
計
予
算
概
要
や
主
要
事

業
に
つ
い
て
説
明
し
、
今
後
１
年

間
の
村
の
行
事
と
新
た
な
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
お
願
い
を
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

　

村
民
皆
さ
ん
の
多
様
な
ご
意
見

及
び
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
頂
き
、

地
方
創
生
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

「
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ

マ
ル
）
運
動
」
は
、
「
80
歳
に
な

っ
て
も
20
本
以
上
の
歯
を
持
と

う
」
と
い
う
運
動
で
す
。
い
つ
ま

で
も
お
い
し
く
食
事
を
楽
し
み
、

健
康
長
寿
を
目
指
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
８
０
２
０
達
成
者
へ
表

彰
を
し
ま
し
た
。

　

選
考
は
、
平
成
26
年
度
末
に
お

い
て
、
新
庄
村
歯
科
診
療
所
で
定

期
通
院
さ
れ
て
い
る
80
歳
以
上
の

方
の
う
ち
、
該
当
が
あ
っ
た
方
６

名
に
表
彰
と
景
品
を
贈
呈
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
該
当
者

　

小  
倉  

定  

代
さ
ん

　

斎  
藤  
丞  

司
さ
ん

　

峠  

下  

重  

子
さ
ん

　

長
谷
川 

恒  

子
さ
ん

　

宝  

田  

季  

子
さ
ん

　

横  

山  

定  

子
さ
ん

【
平
成
27
年
度

　
　

８
０
２
０
表
彰　

募
集
！
】

○
対
象
者

　

村
内
在
住
の
満
８
０
歳
以
上
で
、

20
本
以
上
残
存
歯
が
あ
る
人

（
た
だ
し
、
過
去
に
新
庄
村
８
０

２
０
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方
は
除

き
ま
す
。
）

○
申
込
み

　

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
健

康
ま
つ
り
及
び
新
庄
村
歯
科
診
療

所
に
て
歯
科
検
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

○
検
診
実
施
日

　

健
康
ま
つ
り

　

平
成
27
年
６
月
９
日
（
火
）

（
受
診
が
困
難
な
方
は
７
月
末
ま

で
に
新
庄
村
歯
科
診
療
所
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
）

＊
検
診
料
金
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

竹
本
）

（3）平成27年5月20日発行 第399号広 報 新 庄

　新庄村では、平成２７年度において、国の地域住民生活等緊急支援交付金を活用して「プレミアム
付商品券」を発行します。
　販売対象は村内在住者で、村内の商店等及びＪＡまにわ美甘支所経済課及び燃料センターで使用出
来ます。
　商品券の販売は、役場総務企画課で現金と引き替えに行い、１枚が１万円となります。
　窓口で購入申込書に必要事項を記入していただき、１人５枚まで購入可能で、同一世帯の方は同時
に購入することもできます。
○村内商店用
　１枚　１万円　※１０，０００円で１４，０００円分使えます！
　内訳　千円券が１４枚綴り（4千円分がプレミアム）
○ＪＡまにわ美甘支所用
　１枚　１万円　※１０，０００円で１２，０００円分使えます！
　 内訳　千円券が１２枚綴り（2千円分がプレミアム）
※取扱方法等
　村内で使用出来る商店等には「プレミアム付商品券取扱店」の表示があります。
　なお、商品券の使用については、つり銭が出ないこと等を記載した注意事項を購入時にお渡ししま
すのでご注意ください。
　プレミアム付商品券について不明な点等ありましたら役場総務企画課までお問い合わせください。

（総務企画課　岩佐）　

岡
山
県
議
会
議
員

　
　
　
　

選
挙
結
果

新
庄
村
議
会
議
員

　
　
　
　

選
挙
結
果

議
会
構
成
決
ま
る

第
１
回
区
長
会
開
催

８
０
２
０
表
彰
！

プレミアム付商品券の発行についてプレミアム付商品券の発行について



平成26年度じげおこし事業の取り組みをお知らせします。平成26年度じげおこし事業の取り組みをお知らせします。

地区名

野土路 

高　下

中　谷

浦　手

梨　瀬

大　原

滝の尻

田　浪

二ツ橋

戸　島

田　井

田　中

事　業　 内 　 容

荒神様祭り、大山咋神社祭り、伊勢の宮神社祭り、のとろほたる祭り
地区親睦研修会、緑と花いっぱい運動

河川清掃、草刈り、宇賀神社境内雑木切り
緑と花いっぱい運動

中谷向林道草刈、観音堂掃除、山の神掃除、公民館周辺掃除
秋祭り、中谷春祭り

山の神水路清掃、河川敷大掃除、林道草刈り
山の神祭り、荒神様・御鴨神社初祈祷、緑と花いっぱい運動

新庄川土手草刈り、薬師堂夏祈祷、笠抜水路掃除、懇親会
御鴨神社春祈祷

梅林手入れ、愛宕まつり、秋季荒神まつり
新年お日待ち、春季荒神まつり

河川清掃、愛宕宮清掃及び祭事
山の神清掃、懇親会

毛無山山まつり、観音様祭り、
田浪神社しめ縄作り、田浪神社祭

もみじ・桜植栽及び草刈り作業
山の神もみじ桜草刈り及び祭り

地区内清掃活動、通学路草刈り、公民館周辺草刈り及び清掃作業
地区懇親会

田井河川・石仏様・龍王様等の清掃作業
地区懇親会、龍王様祭り

用水路維持管理、公民館周辺管理、新庄神社清掃・夏祈祷
諏訪神社・八幡荒神社清掃・秋祭り、初祈祷

地区名

鍛冶屋

幸　町

上　町

本　町

中　町

東　町

西　町

旭　町

茅　見

大　所

田中住宅

カケ住宅

事　業　 内 　 容

地区内水路清掃
地区懇親会

公民館外壁ペンキ塗りと清掃、夏祈祷
新庄川・戸島川の河川清掃・草焼き、緑と花いっぱい運動

がいせん桜通りの環境美化(毎月１回実施）、河川の草刈り整備
水路・鯉池周辺の環境美化、緑と花いっぱい運動

河川草刈り、イルミネーション取り付け
緑と花いっぱい運動

がいせん桜通り・水路等の清掃
独居老人宅等の雪かき作業

長イスの塗装作業
地区親睦会

須貝邸駐車場草刈り及び清掃作業
緑と花いっぱい運動

河川草刈り作業
緑と花いっぱい運動

隼鷲宮祭り
山の神祭り、荒神祭り

地区内草刈り・清掃
公民館清掃、水路掃除

住宅周辺の環境美化活動
庭木の剪定

住宅周辺の草刈り・美化活動
地区懇親会

（2）平成27年5月20日発行第399号 広 報 新 庄
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３
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果
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。
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け
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）
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４
０
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浅
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日
の
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数
８
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人
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人
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男
２
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人　

女
３
０
４
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投
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５
％
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新
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敬
称
略
）

深
井
義
明
（
67
才
）
当
選
２
回

園
山
重
充
（
56
才
）
初
当
選

稲
田
泰
男
（
57
才
）
当
選
４
回

坂
本
英
典
（
63
才
）
初
当
選　

磯
田
博
基
（
66
才
）
当
選
７
回

髙
村
茂
博
（
61
才
）
当
選
２
回

髙
村
與
則
（
70
才
）
初
当
選

川
上　

正
（
76
才
）
当
選
４
回

当
日
の
有
権
者
数
８
１
１
人

（
男
３
８
８
人　

女
４
２
３
人
）

投
票
者
数　
　
　

７
４
０
人

（
男
３
５
２
人　

女
３
８
８
人
）

投
票
率        

９
１
.
２
５
％

（
男
90
・
72
％　

女
91
.
73
％
）

（
新
庄
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

　

５
月
７
日
、
新
庄
村
議
会
議
員

選
挙
後
初
の
議
会
が
開
催
さ
れ
、

次
の
と
お
り
役
職
が
決
ま
り
ま
し

た
。

議　

長　
　
　
　

川 

上　

  

正

副
議
長　
　
　
　

稲 

田 

泰 

男

総
務
委
員
長　
　

深 

井 

義 

明

総
務
副
委
員
長　

坂 

本 

英 

典

監
査
委
員　
　
　

髙 

村 

茂 

博

（
議
会
事
務
局
）

 

平
成
27
年
度
第
１
回
区
長
会
を

４
月
30
日
（
木
）
に
創
生
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
小
倉
村
長
か
ら
今
年
度

は
地
方
創
生
元
年
と
し
て
人
口
減

少
ス
ト
ッ
プ
対
策
や
経
済
の
活
性

化
に
取
り
組
む
と
共
に
、
区
長
さ

ん
を
先
頭
に
全
国
に
発
信
で
き
る

モ
デ
ル
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
堀
副
村
長
か
ら
も
自
己
紹

介
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

  

そ
の
後
議
事
に
移
り
、
今
年
度

の
区
長
代
表
に
田
中
寛
一
氏
（
上

町
）
、
副
代
表
に
辻
良
典
氏
（
西

町
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
役
場
か
ら
平
成
27
年

度
一
般
会
計
予
算
概
要
や
主
要
事

業
に
つ
い
て
説
明
し
、
今
後
１
年

間
の
村
の
行
事
と
新
た
な
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
お
願
い
を
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

　

村
民
皆
さ
ん
の
多
様
な
ご
意
見

及
び
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
頂
き
、

地
方
創
生
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
企
画
課　

岩
佐
）

　

「
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ

マ
ル
）
運
動
」
は
、
「
80
歳
に
な

っ
て
も
20
本
以
上
の
歯
を
持
と

う
」
と
い
う
運
動
で
す
。
い
つ
ま

で
も
お
い
し
く
食
事
を
楽
し
み
、

健
康
長
寿
を
目
指
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
８
０
２
０
達
成
者
へ
表

彰
を
し
ま
し
た
。

　

選
考
は
、
平
成
26
年
度
末
に
お

い
て
、
新
庄
村
歯
科
診
療
所
で
定

期
通
院
さ
れ
て
い
る
80
歳
以
上
の

方
の
う
ち
、
該
当
が
あ
っ
た
方
６

名
に
表
彰
と
景
品
を
贈
呈
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
該
当
者

　

小  

倉  

定  

代
さ
ん

　

斎  

藤  

丞  

司
さ
ん

　

峠  

下  

重  

子
さ
ん

　

長
谷
川 

恒  

子
さ
ん

　

宝  

田  

季  

子
さ
ん

　

横  

山  

定  

子
さ
ん

【
平
成
27
年
度

　
　

８
０
２
０
表
彰　

募
集
！
】

○
対
象
者

　

村
内
在
住
の
満
８
０
歳
以
上
で
、

20
本
以
上
残
存
歯
が
あ
る
人

（
た
だ
し
、
過
去
に
新
庄
村
８
０

２
０
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方
は
除

き
ま
す
。
）

○
申
込
み

　

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
健

康
ま
つ
り
及
び
新
庄
村
歯
科
診
療

所
に
て
歯
科
検
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

○
検
診
実
施
日

　

健
康
ま
つ
り

　

平
成
27
年
６
月
９
日
（
火
）

（
受
診
が
困
難
な
方
は
７
月
末
ま

で
に
新
庄
村
歯
科
診
療
所
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
）

＊
検
診
料
金
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課　

竹
本
）

（3）平成27年5月20日発行 第399号広 報 新 庄

　新庄村では、平成２７年度において、国の地域住民生活等緊急支援交付金を活用して「プレミアム
付商品券」を発行します。
　販売対象は村内在住者で、村内の商店等及びＪＡまにわ美甘支所経済課及び燃料センターで使用出
来ます。
　商品券の販売は、役場総務企画課で現金と引き替えに行い、１枚が１万円となります。
　窓口で購入申込書に必要事項を記入していただき、１人５枚まで購入可能で、同一世帯の方は同時
に購入することもできます。
○村内商店用
　１枚　１万円　※１０，０００円で１４，０００円分使えます！
　内訳　千円券が１４枚綴り（4千円分がプレミアム）
○ＪＡまにわ美甘支所用
　１枚　１万円　※１０，０００円で１２，０００円分使えます！
　 内訳　千円券が１２枚綴り（2千円分がプレミアム）
※取扱方法等
　村内で使用出来る商店等には「プレミアム付商品券取扱店」の表示があります。
　なお、商品券の使用については、つり銭が出ないこと等を記載した注意事項を購入時にお渡ししま
すのでご注意ください。
　プレミアム付商品券について不明な点等ありましたら役場総務企画課までお問い合わせください。

（総務企画課　岩佐）　

岡
山
県
議
会
議
員

　
　
　
　

選
挙
結
果

新
庄
村
議
会
議
員

　
　
　
　

選
挙
結
果

議
会
構
成
決
ま
る

第
１
回
区
長
会
開
催

８
０
２
０
表
彰
！

プレミアム付商品券の発行についてプレミアム付商品券の発行について
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❶ 総括

❷ 職員の平均給与月額、初任給等の状況

❸ 一般行政職の級別職員数等の状況
❻ 職員数の状況

❺ 特別職の報酬等の状況（26年４月１日現在）

❹ 職員の手当の状況

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（1）期末手当・勤勉手当

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

（注）　１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。
　　　２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。
　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

（3）その他の手当（２６年４月１日現在）

（2）退職手当（２６年４月１日現在）

（1）部門別職員数の状況と主な増減理由

（3）ラスパイレス指数の状況

（1）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（２６年４月１日現在）

(2) 職員の初任給の状況（２６年４月１日現在）

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）

（注） １　職員手当には退職手当を含まない。
　　    ２　職員数は、２５年４月１日現在の人数である。
　　    ３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいない。

（注）１　「平均給料月額」とは、２５年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。
　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計
　　　　　 したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。
　　　　　 また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を除いたもの）で算出している。

（注）　国家公務員欄における括弧書きは、給与改定・臨時特例法による給与減額措置がないとした場合の値(減額前)である。

（注） １　新庄村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

98125年度

区分

一般行政職区分

新庄村
岡山県
国

類似団体

区分

新　庄　村
岡　山　県
国

合計
公営企会業計等部門普通会計部門

一般行政部門
小計その他水道病院小計消防

部門
教育
部門

村　　　長
副　村　長
議　　　長
副　議　長
議　　　員
村　　　長
副市町村長
議　　　長
副　議　長
議　　　員

村　　　長
副　村　長

給　料　月　額　等
新庄村

550,000円
430,000円
230,000円
180,000円
 160,000円

（25年度支給割合）
　　　　　　　4.10月分

        （算定方式）   　　　　　　　　　 （１期の手当額）   　（支給時期）
  給与月額×500／100×在職年数           11,000,000円         任期毎
  給与月額×300／100×在職年数             5,160,000円         任期毎

（25年度支給割合）
                     3.30月分

（550,000円）
（430,000円）
（230,000円）
  （180,000円）

        （160,000円）

        820,000円
647,000円
 310,000円
251,000円
230,000円

458,500円
421,500円
 171,100円
119,000円
100,000円

（参考）類似団体における最高／最低額

区分

区分

給　　料

手当名 内容及び支給単価

新庄村
自己都合
勧奨・定年

新　庄　村 岡　山　県 国

勤続20年
21.62月分
27.025月分

勤続25年
30.82月分
36.57月分

勤続35年
43.7月分
52.44月分

最高限度額
52.44月分
52.44月分

国
自己都合
勧奨・定年

勤続20年
21.62月分
28.7875月分

勤続25年
30.82月分
36.57月分

勤続35年
43.7月分
52.44月分

最高限度額
55.86月分
52.44月分

扶養手当

住居手当

管理職手当

時間外勤務手当

宿日直手当

通勤手当

扶養親族のある職員に支給
(支給月額)配偶者13,000円、配偶者以外1人につき6,500円、子(16歳年度初め～22歳年度末)加算5,500円
月額12,000円を超える家賃を払っている場合、家賃の月額により支給
          支給限度額27,000円
通勤距離が片道2km以上である職員に支給
(支給月額)交通機関等の利用者1箇月の運賃相当額    支給限度額55,000円
自動車等の交通用具使用者は通勤距離区分により支給2,000円～24,500円
管理・監督の地位にある職員に支給給与月額の5％
支給実績（25年度決算）     ５１０千円 　職員1人当たり平均支給年額（25年度決算）             １７ 千円
支給実績（24年度決算）  ２，２４４千円　 職員1人当たり平均支給年額（24年度決算）             ７２ 千円
1回4,200円

１人当たり平均支給額(25年度)

（25年度支給割合）
   期末手当      勤勉手当
　 2.60 月分     1.35 月分
　(  －  )月分    (  －  )月分

（25年度支給割合） 
   期末手当       勤勉手当
    2.60 月分      1.35 月分
   (1.45)月分     (0.65)月分

（25年度支給割合）         
   期末手当      勤勉手当
    2.60 月分     1.35 月分
   (1.45)月分    (0.65)月分

１，４０５千円
１人当たり平均支給額(25年度)

１，５９４千円 －

報　　酬

退職手当

期末手当

部門
職
員
数

1人 10人 1人 2人 1人 2人 6人 2人 25人 5人 － 30人 4人 1人 1人 6人 38人 [49人]
1人 9人 1人 2人 2人 2人 6人 4人

2人
27人 6人 － 33人 4人 1人 1人 6人 36人 [49人]

△1人 1人 2人 1人 3人 3人 [　　 ]

議会 総務 税務 農林 商工 土木 民生 衛生 計
平成25年
平成26年

対前年増減数

区分 技能労務職
大学卒
１７２，２００円
１８４，０００円
１７２，２００円

１４０，１００円
１４７，１００円
１４０，１００円

１２５，４００円
－
－

高校卒 高校卒
１２１，６００円

－
－

中 学 卒

       43.0 歳
   43.2 歳
   43.5 歳
   41.6 歳

平均年齢
   305,800円
   338,182円
   335,000円
   303,591円

平均給料月額
  336,332円
  417,187円
408,472円
  344,539円

平均給与月額
  326,695円
　368,467円

―
  332,748円

平均給与月額(国比較ベース)
261,300円

―
287,992円
287,063円

平均給料月額
261,300円

―
326,611円
310,800円

平均給与月額
技能労務職

261,300 円
―
―

302,457円

平均給与月額(国比較ベース)
56.4歳

―
50.1歳
49.1歳

平均年齢

25年度

区分 給料 職員手当 期末･
勤勉手当 計　Ｂ

給与費住民基本
台帳人口
（２６年１月１日）

職員
数
  A

一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

類似団体
平均一人当たり
給与費

実質
収支

歳 出 額

        A

新庄村 類似団体平均 全国町村平均

人 件 費

        B

人件
費率
Ｂ／Ａ

23年度の
人件費率

人

90.7

98.9

90.7

94.4 94.8 95 95.3 95.4 95.6

101.5

H23.4.1 H24.4.1

94.8
95.5

1,613,241
千円

136,013
千円
250,461

千円
15.5
%
15.7
%

33
人
85,875

千円
18,564

千円
31,757

千円
136,196

千円
4,540
千円

5,382
千円

新庄村の給与・定員管理等について

１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の
一般行政職の給料月額を同一の基準で
比較するため、国の職員数（構成）を用い
て、学歴や経験年数の差による影響を補
正し、国の行政職俸給表（一）適用職員
の俸給月額を100として計算した指数。

２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造
が類似している団体のラスパイレス指数を
単純平均したものである。

３　平成24年及び平成25年は、国家公務員
の時限的な（２年間）給与改定・臨時特例
法による給与減額措置がないとした場合
の値である。

（参考）（参考） （参考）

H25.4.1 H26.4.1

（1）一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（２５年４月１日現在）
区分 標準的な職務内容
１級
２級
３級
４級
５級
６級

１号給の給料月額
　　　　135,600円
　　　　185,800円
　　　　222,900円
　　　261,900円
　　　　289,200円
　　　　320,600円

最高号給の給料月額
243,700円

　　　　307,800円
　　　　354,700円
　　　　388,300円
　　　　400,600円
　　　　422,600円

職員数
       ３人

４人
４人
４人
５人
 ２人

構成比
１３．６％
１８．２％
１８．２％
１８．２％
２２．７％
９．１％

定型的な業務を行う主事・保育士・保健師・看護師・栄養士・歯科衛生士・主事補
高度の知識又は経験を必要とする業務を行う主事・保育士・保健師・看護師・栄養士・歯科衛生士
係長又は主任
課長補佐・主幹
課長・会計管理者・保育所長・課長補佐
課長・会計管理者・保育所長
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❶ 総括

❷ 職員の平均給与月額、初任給等の状況

❸ 一般行政職の級別職員数等の状況
❻ 職員数の状況

❺ 特別職の報酬等の状況（26年４月１日現在）

❹ 職員の手当の状況

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（1）期末手当・勤勉手当

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

（注）　１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。
　　　２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

（注）１　職員数は一般職に属する職員数である。
　　２　[     ]内は、条例定数の合計である。

（3）その他の手当（２６年４月１日現在）

（2）退職手当（２６年４月１日現在）

（1）部門別職員数の状況と主な増減理由

（3）ラスパイレス指数の状況

（1）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（２６年４月１日現在）

(2) 職員の初任給の状況（２６年４月１日現在）

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）

（注） １　職員手当には退職手当を含まない。
　　    ２　職員数は、２５年４月１日現在の人数である。
　　    ３　給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいない。

（注）１　「平均給料月額」とは、２５年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。
　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計
　　　　　 したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。
　　　　　 また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を除いたもの）で算出している。

（注）　国家公務員欄における括弧書きは、給与改定・臨時特例法による給与減額措置がないとした場合の値(減額前)である。

（注） １　新庄村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

98125年度

区分

一般行政職区分

新庄村
岡山県
国

類似団体

区分

新　庄　村
岡　山　県
国

合計
公営企会業計等部門普通会計部門

一般行政部門
小計その他水道病院小計消防

部門
教育
部門

村　　　長
副　村　長
議　　　長
副　議　長
議　　　員
村　　　長
副市町村長
議　　　長
副　議　長
議　　　員

村　　　長
副　村　長

給　料　月　額　等
新庄村

550,000円
430,000円
230,000円
180,000円
 160,000円

（25年度支給割合）
　　　　　　　4.10月分

        （算定方式）   　　　　　　　　　 （１期の手当額）   　（支給時期）
  給与月額×500／100×在職年数           11,000,000円         任期毎
  給与月額×300／100×在職年数             5,160,000円         任期毎

（25年度支給割合）
                     3.30月分

（550,000円）
（430,000円）
（230,000円）
  （180,000円）

        （160,000円）

        820,000円
647,000円
 310,000円
251,000円
230,000円

458,500円
421,500円
 171,100円
119,000円
100,000円

（参考）類似団体における最高／最低額

区分

区分

給　　料

手当名 内容及び支給単価

新庄村
自己都合
勧奨・定年

新　庄　村 岡　山　県 国

勤続20年
21.62月分
27.025月分

勤続25年
30.82月分
36.57月分

勤続35年
43.7月分
52.44月分

最高限度額
52.44月分
52.44月分

国
自己都合
勧奨・定年

勤続20年
21.62月分
27.025月分

勤続25年
30.82月分
36.57月分

勤続35年
43.7月分
52.44月分

最高限度額
52.44月分
52.44月分

扶養手当

住居手当

管理職手当

時間外勤務手当

宿日直手当

通勤手当

扶養親族のある職員に支給
(支給月額)配偶者13,000円、配偶者以外1人につき6,500円、子(16歳年度初め～22歳年度末)加算5,500円
月額12,000円を超える家賃を払っている場合、家賃の月額により支給
          支給限度額27,000円
通勤距離が片道2km以上である職員に支給
(支給月額)交通機関等の利用者1箇月の運賃相当額    支給限度額55,000円
自動車等の交通用具使用者は通勤距離区分により支給2,000円～24,500円
管理・監督の地位にある職員に支給給与月額の5％
支給実績（25年度決算）     ５１０千円 　職員1人当たり平均支給年額（25年度決算）             １７ 千円
支給実績（24年度決算）  ２，２４４千円　 職員1人当たり平均支給年額（24年度決算）             ７２ 千円
1回4,200円

１人当たり平均支給額(25年度)

（25年度支給割合）
   期末手当      勤勉手当
　 2.60 月分     1.35 月分
　(  －  )月分    (  －  )月分

（25年度支給割合） 
   期末手当       勤勉手当
    2.60 月分      1.35 月分
   (1.45)月分     (0.65)月分

（25年度支給割合）         
   期末手当      勤勉手当
    2.60 月分     1.35 月分
   (1.45)月分    (0.65)月分

１，４０５千円
１人当たり平均支給額(25年度)

１，５９４千円 －

報　　酬

退職手当

期末手当

部門
職
員
数

1人 10人 1人 2人 1人 2人 6人 2人 25人 5人 － 30人 4人 1人 1人 6人 36人 [49人]
1人 9人 1人 2人 2人 2人 6人 4人

2人
27人 6人 － 33人 4人 1人 1人 6人 39人 [49人]

△1人 1人 2人 1人 3人 3人 [　　 ]

議会 総務 税務 農林 商工 土木 民生 衛生 計
平成25年
平成26年

対前年増減数

区分 技能労務職
大学卒
１７２，２００円
１８４，０００円
１７２，２００円

１４０，１００円
１４７，１００円
１４０，１００円

１２５，４００円
－
－

高校卒 高校卒
１２１，６００円

－
－

中 学 卒

       43.0 歳
   43.2 歳
   43.5 歳
   41.6 歳

平均年齢
   305,800円
   338,182円
   335,000円
   303,591円

平均給料月額
  336,332円
  417,187円
408,472円
  344,539円

平均給与月額
  326,695円
　368,467円

―
  332,748円

平均給与月額(国比較ベース)
261,300円

―
287,992円
287,063円

平均給料月額
261,300円

―
326,611円
310,800円

平均給与月額
技能労務職

261,300 円
―
―

302,457円

平均給与月額(国比較ベース)
56.4歳

―
50.1歳
49.1歳

平均年齢

25年度

区分 給料 職員手当 期末･
勤勉手当 計　Ｂ

給与費住民基本
台帳人口
（２６年１月１日）

職員
数
  A

一人当たり
給与費
Ｂ／Ａ

類似団体
平均一人当たり
給与費

実質
収支

歳 出 額

        A

新庄村 類似団体平均 全国町村平均

人 件 費

        B

人件
費率
Ｂ／Ａ

23年度の
人件費率

人

90.7

98.9

90.7

94.4 94.8 95 95.3 95.4 95.6

101.5

H23.4.1 H24.4.1

94.8
95.5

1,613,241
千円

136,013
千円
250,461

千円
15.5
%
15.7
%

33
人
85,875

千円
18,564

千円
31,757

千円
136,196

千円
4,540
千円

5,382
千円

新庄村の給与・定員管理等について

１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の
一般行政職の給料月額を同一の基準で
比較するため、国の職員数（構成）を用い
て、学歴や経験年数の差による影響を補
正し、国の行政職俸給表（一）適用職員
の俸給月額を100として計算した指数。

２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造
が類似している団体のラスパイレス指数を
単純平均したものである。

３　平成24年及び平成25年は、国家公務員
の時限的な（２年間）給与改定・臨時特例
法による給与減額措置がないとした場合
の値である。

（参考）（参考） （参考）

H25.4.1 H26.4.1

（1）一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（２５年４月１日現在）
区分 標準的な職務内容
１級
２級
３級
４級
５級
６級

１号給の給料月額
　　　　135,600円
　　　　185,800円
　　　　222,900円
　　　261,900円
　　　　289,200円
　　　　320,600円

最高号給の給料月額
243,700円

　　　　307,800円
　　　　354,700円
　　　　388,300円
　　　　400,600円
　　　　422,600円

職員数
       ３人

４人
４人
４人
５人
 ２人

構成比
１３．６％
１８．２％
１８．２％
１８．２％
２２．７％
９．１％

定型的な業務を行う主事・保育士・保健師・看護師・栄養士・歯科衛生士・主事補
高度の知識又は経験を必要とする業務を行う主事・保育士・保健師・看護師・栄養士・歯科衛生士
係長又は主任
課長補佐・主幹
課長・会計管理者・保育所長・課長補佐
課長・会計管理者・保育所長



花
で
当
日
は
桜
が
散
り
、
雨
天
の

状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
桜
通

り
は
多
く
の
方
の
花
見
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
新
庄
小
学
校

５
・
６
年
生
の
傘
踊
り
、
備
州
岡

山
城
鉄
砲
隊
の
火
縄
銃
砲
術
演
舞
、

新
庄
村
句
碑
建
立
の
会
の
句
碑
除

が
い
せ
ん
桜

が
い
せ
ん
桜
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４
月
４
日
（
土
）
し
だ
れ
桜
通

り
を
会
場
に
「
ベ
ッ
キ
オ
バ
ン
ビ

ー
ノ
２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ベ
ッ
キ
オ
バ
ン
ビ

ー
ノ
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
も

の
で
、
岡
山
県
内
の
各
名
所
を
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
で
巡
る
企
画
と
し

て
新
庄
村
を
毎
年
、
名
所
の
一
つ

と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

会
場
で
あ
る
、
し
だ
れ
桜
通
り

に
は
、
50
年
以
上
前
の
車
や
、
最

新
の
車
な
ど
約
80
台
の
車
が
展
示

さ
れ
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
大
人
や

子
ど
も
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

ツ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
ト
リ
ー
者
の

方
に
は
、
さ
く
ら
茶
屋
で
、
新
庄

村
の
郷
土
料
理
を
食
べ
て
い
た
だ

き
、
「
毎
年
こ
の
料
理
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
」
な
ど
嬉
し
い

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
郷
土
料
理
は
好
評
価
を
う
け

て
お
り
、
毎
年
が
い
せ
ん
桜
と
と

も
に
参
加
者
の
楽
し
み
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

普
段
と
は
ま
た
違
う
客
層
の

方
々
に
新
庄
村
を
知
っ
て
い
た
だ

け
た
、
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

　　

４
月
19
日
（
日
）
「
自
主
自
立

10
周
年
記
念
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り

２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
よ
り
１
週
間
早
い
開

ベ
�
キ
オ
バ
ン
ビ
�
ノ

　
　
　
　

２
０
１
５

が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り

　
　
　
　

  

２
０
１
5

句
碑
除
幕
式

・
桜
の
俳
句
表
彰
式

　「
黛
ま
ど
か
」さ
ん
来
村

幕
式
、
自
主
自
立
10
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
芝
桜
植
栽
体
験
を
行
い
、

最
後
に
も
ち
ま
き
を
行
い
終
了
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
村
内
の
方
が
約
50
店

舗
出
店
さ
れ
、
足
を
運
ん
で
い
た

だ
い
た
約
１
・
２
万
人
の
花
見
客

に
も
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。

が
い
せ
ん
桜

　

ま
た
、
今
年
で
３
年
目
に
な
り

ま
す
、
が
い
せ
ん
桜
通
り
の
住
民

の
皆
様
に
電
力
供
給
等
を
ご
協
力

い
た
だ
き
、
桜
の
満
開
の
時
期
に

合
わ
せ
、
４
月
11
日
（
土
）
12
日

（
日
）
13
日
（
月
）
の
３
日
間
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
に
よ
る
が
い
せ
ん

桜
の
全
面
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
が
い
せ
ん
桜
通
り
が
日

中
と
は
違
い
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
、

多
く
の
花
見
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

桜
開
花
時
期
は
、
花
見
客
が
多

く
道
路
が
混
雑
す
る
な
ど
の
影
響

が
あ
り
ま
し
た
が
、
村
内
の
皆
様

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に

終
わ
れ
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

（
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
）

　

６
年
前
（
平
成
21
年
）、
11
月

14
・
15
日
の
２
日
間
、
第
五
回
日

本
再
発
見
塾
が
新
庄
村
で
開
催
さ

れ
、
県
内
外
か
ら
１
２
０
名
が
民

泊
を
し
な
が
ら
参
加
し
、
村
民
と

の
交
流
の
中
で
新
庄
村
の
素
晴
ら

し
さ
を
村
民
と
来
訪
者
の
双
方
が

再
発
見
を
し
た
感
動
は
、
忘
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
呼
び
か
け
人
代
表
を
務
め

ら
れ
た
「
黛
ま
ど
か
」
さ
ん
が
、

昨
年
の
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り
に
参

加
さ
れ
、
が
い
せ
ん
桜
に
ち
な
ん

だ
俳
句
を
詠
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
先
の
再
発
見
塾
を
通
し
て
、

改
め
て
感
じ
た
私
た
ち
の
郷
土
の

誇
り
と
、
一
緒
に
感
動
を
覚
え
た

仲
間
の
き
ず
な
を
讃
え
て
、
こ
の

句
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
後
世
に
伝

え
た
く
思
い
、
句
碑
建
立
の
会
を

発
足
し
、
多
く
の
方
々
か
ら
募
金

を
戴
き
、
脇
本
陣
木
代
邸
の
鯉
池

横
に
句
碑
を
建
て
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
「
桜
の
俳
句
」

を
県
内
限
定
で
募
集
し
、
１
１
８

名
の
方
か
ら
２
０
７
句
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
中
に
は
新
庄
小
学
校

児
童
29
名
、
新
庄
中
学
校
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22
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す
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か
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の
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２
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、
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、
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。
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踊
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今
年
も
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た
�

今
年
も
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た
�



花
で
当
日
は
桜
が
散
り
、
雨
天
の

状
況
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
桜
通

り
は
多
く
の
方
の
花
見
客
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
新
庄
小
学
校

５
・
６
年
生
の
傘
踊
り
、
備
州
岡

山
城
鉄
砲
隊
の
火
縄
銃
砲
術
演
舞
、

新
庄
村
句
碑
建
立
の
会
の
句
碑
除

が
い
せ
ん
桜

が
い
せ
ん
桜

（6）平成27年5月20日発行第399号 広 報 新 庄（7）平成27年5月20日発行 第399号広 報 新 庄
　

４
月
４
日
（
土
）
し
だ
れ
桜
通

り
を
会
場
に
「
ベ
ッ
キ
オ
バ
ン
ビ

ー
ノ
２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ベ
ッ
キ
オ
バ
ン
ビ

ー
ノ
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
も

の
で
、
岡
山
県
内
の
各
名
所
を
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
で
巡
る
企
画
と
し

て
新
庄
村
を
毎
年
、
名
所
の
一
つ

と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

会
場
で
あ
る
、
し
だ
れ
桜
通
り

に
は
、
50
年
以
上
前
の
車
や
、
最

新
の
車
な
ど
約
80
台
の
車
が
展
示

さ
れ
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
大
人
や

子
ど
も
が
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　

ツ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
ト
リ
ー
者
の

方
に
は
、
さ
く
ら
茶
屋
で
、
新
庄

村
の
郷
土
料
理
を
食
べ
て
い
た
だ

き
、
「
毎
年
こ
の
料
理
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
」
な
ど
嬉
し
い

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
郷
土
料
理
は
好
評
価
を
う
け

て
お
り
、
毎
年
が
い
せ
ん
桜
と
と

も
に
参
加
者
の
楽
し
み
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

普
段
と
は
ま
た
違
う
客
層
の

方
々
に
新
庄
村
を
知
っ
て
い
た
だ

け
た
、
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　

（
産
業
建
設
課　

岩
本
）

　　

４
月
19
日
（
日
）
「
自
主
自
立

10
周
年
記
念
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り

２
０
１
５
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
よ
り
１
週
間
早
い
開

ベ
�
キ
オ
バ
ン
ビ
�
ノ

　
　
　
　

２
０
１
５

が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り

　
　
　
　

  

２
０
１
5

句
碑
除
幕
式

・
桜
の
俳
句
表
彰
式

　「
黛
ま
ど
か
」さ
ん
来
村

幕
式
、
自
主
自
立
10
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
芝
桜
植
栽
体
験
を
行
い
、

最
後
に
も
ち
ま
き
を
行
い
終
了
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
村
内
の
方
が
約
50
店

舗
出
店
さ
れ
、
足
を
運
ん
で
い
た

だ
い
た
約
１
・
２
万
人
の
花
見
客

に
も
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。

が
い
せ
ん
桜

今
年
も
き
れ
い
に
咲
き
誇
る

今
年
も
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た
�

　

ま
た
、
今
年
で
３
年
目
に
な
り

ま
す
、
が
い
せ
ん
桜
通
り
の
住
民

の
皆
様
に
電
力
供
給
等
を
ご
協
力

い
た
だ
き
、
桜
の
満
開
の
時
期
に

合
わ
せ
、
４
月
11
日
（
土
）
12
日

（
日
）
13
日
（
月
）
の
３
日
間
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
に
よ
る
が
い
せ
ん

桜
の
全
面
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い

ま
し
た
。
が
い
せ
ん
桜
通
り
が
日

中
と
は
違
い
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
、

多
く
の
花
見
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

桜
開
花
時
期
は
、
花
見
客
が
多

く
道
路
が
混
雑
す
る
な
ど
の
影
響

が
あ
り
ま
し
た
が
、
村
内
の
皆
様

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
に

終
わ
れ
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

（
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
会
）

　

６
年
前
（
平
成
21
年
）、
11
月

14
・
15
日
の
２
日
間
、
第
五
回
日

本
再
発
見
塾
が
新
庄
村
で
開
催
さ

れ
、
県
内
外
か
ら
１
２
０
名
が
民

泊
を
し
な
が
ら
参
加
し
、
村
民
と

の
交
流
の
中
で
新
庄
村
の
素
晴
ら

し
さ
を
村
民
と
来
訪
者
の
双
方
が

再
発
見
を
し
た
感
動
は
、
忘
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
呼
び
か
け
人
代
表
を
務
め

ら
れ
た
「
黛
ま
ど
か
」
さ
ん
が
、

昨
年
の
が
い
せ
ん
桜
ま
つ
り
に
参

加
さ
れ
、
が
い
せ
ん
桜
に
ち
な
ん

だ
俳
句
を
詠
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
先
の
再
発
見
塾
を
通
し
て
、

改
め
て
感
じ
た
私
た
ち
の
郷
土
の

誇
り
と
、
一
緒
に
感
動
を
覚
え
た

仲
間
の
き
ず
な
を
讃
え
て
、
こ
の

句
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
後
世
に
伝

え
た
く
思
い
、
句
碑
建
立
の
会
を

発
足
し
、
多
く
の
方
々
か
ら
募
金

を
戴
き
、
脇
本
陣
木
代
邸
の
鯉
池

横
に
句
碑
を
建
て
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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踊
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代
表　

渡
辺
算
人
）



5
月
の
納
税

固
定
資
産
税
（
1
期
）

納
期
限
　
6
月
1
日（
月
）

（8）平成27年5月20日発行第399号 広 報 新 庄（9）平成27年5月20日発行 第399号広 報 新 庄

　今年の健康まつりは、６月９日（火）、
ふれあいセンターにて開催致します。

　特定健診やガン検診など、例年同様の検診を受けることができます。
　がんは、３０年以上日本人の死因第１位です。早期発見・早期治療が重要です。「早期」の目安は、ガン
の大きさが１㎝程度です。がん細胞は成長が早い為、１年に１回受け続けないとこの時期を逃してしまうわ
けです。
　健康まつりでガン検診受けたいけど、待ち時間が長いから……とためらっている方もいらっしゃるのでは
ないでしょうか。
　今年度より、肺レントゲン検診車と胃ガン検診車がそれぞれ「２台配車」となりました。よりスムーズに
検診を行っていただくことができると考えています。また詳細につきましては愛育委員
さんから配布していただくチラシをご覧ください。
　また、今年度は栄養委員さんによる簡単野菜料理の試食やみそ汁の試飲も行います。

　健康診断により、早期に発見され、早めに対処できれば身体への負担は少なくて済み
ます。お忙しいとは思いますが、ぜひご都合をつけて来て下さい。
　多くの方の来場をお待ちしております。

日付‥６月９日（火）
場所‥ふれあいセンター

主な変更点
　肺レントゲン検診車と胃ガン検診車それぞれ２台配置
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（住民福祉課　林）

お元気ですか？ ～健康まつりについて～

3月期の交通事故・違反者発生状況
村　　内

区　分
3月期 3月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

1

0

1

0

13

0

2

16

50

1

10

60

事　
　

故

（総務企画課　藤井）

《
戸
籍
の
動
き
》

出
生
届　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

＊
平
成
27
年
３
月
29
日

　

石
藤　

里
依
紗

　
　
　
　
　
　

（
裕
大
・
千
里
）

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

＊
平
成
27
年
４
月
29
日

　

佐
山　

琴
子
（
満
93
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

６
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
　
時

　

６
月
11
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

　

６
月
25
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

　

津
山
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　

 

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
３
１
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課
）

　

県
で
は
、
毎
月
10
日
を
「
岡
山

県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」
と
定

め
、
買
い
物
の
際
に
レ
ジ
袋
を
も

ら
わ
な
い
「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
」

の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
お
り
、
６

月
は
「
お
か
や
ま
マ
イ
バ
ッ
グ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど

年
金
相
談 平

成
27
年
４
月
受
付
分

で
当
た
り
前
の
よ
う
に
も
ら
っ
て

い
る
レ
ジ
袋
。
そ
の
年
間
使
用
量

は
、
１
人
あ
た
り
約
３
０
０
枚
と

言
わ
れ
、
使
用
後
に
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
「
ご
み
」
と
し
て
捨
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
を
当
た
り
前
の
よ
う
に

も
ら
う
こ
と
を
見
直
し
て
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
出
さ
な

い
買
い
物
を
心
が
け
る
こ
と
は
、

ご
み
の
減
量
だ
け
で
な
く
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

暮
ら
し
の
中
で
、
誰
に
で
も
身

近
に
で
き
る
「
お
買
い
物
で
エ

コ
」
、
ぜ
ひ
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

募
集
科　
　

実
践
能
力
習
得
科

訓
練
内
容  

専
門
校
が
委
託
し
た

　
　
　
　
　

事
業
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　
　
　
　
　

人
等
で
１
か
月
か
ら

　
　
　
　
　

３
カ
月
程
度
の
期　

　
　
　
　
　

間
、
実
習
し
て
い
た

　
　
　
　
　

だ
く
も
の
で
す
。

募
集
対
象　

障
害
の
あ
る
方

募
集
期
間　

平
成
27
年
４
月
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月
ま
で

　
　
　
　
　

の
期
間
随
時
募
集

試
験      　

筆
記
と
面
接

受
講
料　
　

無
料

申
込
方
法　

所
定
の
入
校
願
書
と

　
　
　
　
　

健
康
診
断
書
を
、
住

　
　
　
　
　

居
地
を
管
轄
す
る
公

　
　
　
　
　

共
職
業
安
定
所(

ハ

　
　
　
　
　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ
提

　
　
　
　
　

出

問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
立
北
部
高
等　
　
　
　

　

技
術
専
門
校

　
　

津
山
市
川
崎
９
５
３

　
　

℡
０
８
６
８（
26
）１
１
２
５

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
２
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間

　

第
１
回　

８
月
31
日
ま
で

　

第
２
回　

９
月
20
日
ま
で

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
岡
山

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
下
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

電
話
０
８
６（
２
５
４
）９
２
４
０

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術

専
門
校
障
害
者
対
象
訓
練

生
募
集

放
送
大
学

学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

６
月
は「
お
か
や
ま
マ
イ
バ

ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」で
す
。

　新庄村では、平成２６年度の運動月間を通じ２０１，２
００円の社費ご協力を頂きました。この社費は日本赤十字

に送金させていただいており、災害時の活動資金として医療支援やこころのケア活動、救援物資の
配布などに役立てられています。
　日本赤十字の活動は、赤十字社員の皆さまからお寄せいただく社費によって支えられています。
一人でも多くの方に赤十字社員へご加入いただき、社費のご協力をお願い致します。
　社員の新規加入申し込みにつきましても住民福祉課までご連絡いただきますよう、
よろしくお願いします。
【お問い合わせ先】　新庄村役場住民福祉課
　　　　　　　　　　　ＮＴＴ：５６－２６４６　村内無料：３－２６１２

5月は赤十字運動月間です

　新庄村歯科診療所では、岡山県歯科医師会で行っている
「家族の絆プロジェクト」に参加しています。

　「家族の絆プロジェクト」とは、東日本大震災の教訓をもとに、一人でも多くの『歯の記録』を
保存するプロジェクトです。簡単にいうと、大規模災害があった際の身元確認のために、皆様のお
口の中の情報をデータ化して安全な場所で一括管理するというものです。
　登録方法は６月９日の健康まつりの歯科健診を受診し、その時に「家族の絆プロジェクト」に登
録したい旨を伝えて下さい。歯の情報を専用チャートに記録し、歯科医師会へ専用チャート用紙を
送付、コンピューターへ保存いたします。登録にかかる費用は無料です。　
　また、歯科診療所でも登録することができます。希望の方は新庄村歯科診療
所へお問い合わせ下さい。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新庄村歯科診療所　金盛）

「家族の絆プロジェクト」

り

い

さ



5
月
の
納
税

固
定
資
産
税
（
1
期
）

納
期
限
　
6
月
1
日（
月
）
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　今年の健康まつりは、６月９日（火）、
ふれあいセンターにて開催致します。

　特定健診やガン検診など、例年同様の検診を受けることができます。
　がんは、３０年以上日本人の死因第１位です。早期発見・早期治療が重要です。「早期」の目安は、ガン
の大きさが１㎝程度です。がん細胞は成長が早い為、１年に１回受け続けないとこの時期を逃してしまうわ
けです。
　健康まつりでガン検診受けたいけど、待ち時間が長いから……とためらっている方もいらっしゃるのでは
ないでしょうか。
　今年度より、肺レントゲン検診車と胃ガン検診車がそれぞれ「２台配車」となりました。よりスムーズに
検診を行っていただくことができると考えています。また詳細につきましては愛育委員
さんから配布していただくチラシをご覧ください。
　また、今年度は栄養委員さんによる簡単野菜料理の試食やみそ汁の試飲も行います。

　健康診断により、早期に発見され、早めに対処できれば身体への負担は少なくて済み
ます。お忙しいとは思いますが、ぜひご都合をつけて来て下さい。
　多くの方の来場をお待ちしております。

日付‥６月９日（火）
場所‥ふれあいセンター

主な変更点
　肺レントゲン検診車と胃ガン検診車それぞれ２台配置
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　（住民福祉課　林）

お元気ですか？ ～健康まつりについて～

3月期の交通事故・違反者発生状況
村　　内

区　分
3月期 3月期 本年の累計本年の累計

真庭市内

0

0

0

0

件  数

死  者

重  傷

軽  傷

件

人

人

人

件

人

人

人

1

0

1

0

13

0

2

16

50

1

10

60

事　
　

故

（総務企画課　藤井）

《
戸
籍
の
動
き
》

出
生
届　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

＊
平
成
27
年
３
月
29
日

　

石
藤　

里
依
紗

　
　
　
　
　
　

（
裕
大
・
千
里
）

死
亡
届　
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

＊
平
成
27
年
４
月
29
日

　

佐
山　

琴
子
（
満
93
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

６
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

日
　
時

　

６
月
11
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

　

６
月
25
日
（
木
）
10
時
〜
15
時

場
　
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、

前
日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

予
約
先

　

津
山
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　

 

お
客
様
相
談
室

　

℡
０
８
６
８（
３
１
）２
３
６
５

　

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、

本
人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　

（
住
民
福
祉
課
）

　

県
で
は
、
毎
月
10
日
を
「
岡
山

県
統
一
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」
と
定

め
、
買
い
物
の
際
に
レ
ジ
袋
を
も

ら
わ
な
い
「
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
」

の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
お
り
、
６

月
は
「
お
か
や
ま
マ
イ
バ
ッ
グ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
取
組
を
推

進
し
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど

年
金
相
談 平

成
27
年
４
月
受
付
分

で
当
た
り
前
の
よ
う
に
も
ら
っ
て

い
る
レ
ジ
袋
。
そ
の
年
間
使
用
量

は
、
１
人
あ
た
り
約
３
０
０
枚
と

言
わ
れ
、
使
用
後
に
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
「
ご
み
」
と
し
て
捨
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
袋
を
当
た
り
前
の
よ
う
に

も
ら
う
こ
と
を
見
直
し
て
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
出
さ
な

い
買
い
物
を
心
が
け
る
こ
と
は
、

ご
み
の
減
量
だ
け
で
な
く
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

暮
ら
し
の
中
で
、
誰
に
で
も
身

近
に
で
き
る
「
お
買
い
物
で
エ

コ
」
、
ぜ
ひ
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

募
集
科　
　

実
践
能
力
習
得
科

訓
練
内
容  

専
門
校
が
委
託
し
た

　
　
　
　
　

事
業
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

　
　
　
　
　

人
等
で
１
か
月
か
ら

　
　
　
　
　

３
カ
月
程
度
の
期　

　
　
　
　
　

間
、
実
習
し
て
い
た

　
　
　
　
　

だ
く
も
の
で
す
。

募
集
対
象　

障
害
の
あ
る
方

募
集
期
間　

平
成
27
年
４
月
か
ら

　
　
　
　
　

平
成
28
年
３
月
ま
で

　
　
　
　
　

の
期
間
随
時
募
集

試
験      　

筆
記
と
面
接

受
講
料　
　

無
料

申
込
方
法　

所
定
の
入
校
願
書
と

　
　
　
　
　

健
康
診
断
書
を
、
住

　
　
　
　
　

居
地
を
管
轄
す
る
公

　
　
　
　
　

共
職
業
安
定
所(

ハ

　
　
　
　
　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ
提

　
　
　
　
　

出

問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
立
北
部
高
等　
　
　
　

　

技
術
専
門
校

　
　

津
山
市
川
崎
９
５
３

　
　

℡
０
８
６
８（
26
）１
１
２
５

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
２
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間

　

第
１
回　

８
月
31
日
ま
で

　

第
２
回　

９
月
20
日
ま
で

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
岡
山

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
下
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

電
話
０
８
６（
２
５
４
）９
２
４
０

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術

専
門
校
障
害
者
対
象
訓
練

生
募
集

放
送
大
学

学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

６
月
は「
お
か
や
ま
マ
イ
バ

ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」で
す
。

　新庄村では、平成２６年度の運動月間を通じ２０１，２
００円の社費ご協力を頂きました。この社費は日本赤十字

に送金させていただいており、災害時の活動資金として医療支援やこころのケア活動、救援物資の
配布などに役立てられています。
　日本赤十字の活動は、赤十字社員の皆さまからお寄せいただく社費によって支えられています。
一人でも多くの方に赤十字社員へご加入いただき、社費のご協力をお願い致します。
　社員の新規加入申し込みにつきましても住民福祉課までご連絡いただきますよう、
よろしくお願いします。
【お問い合わせ先】　新庄村役場住民福祉課
　　　　　　　　　　　ＮＴＴ：５６－２６４６　村内無料：３－２６１２

5月は赤十字運動月間です

　新庄村歯科診療所では、岡山県歯科医師会で行っている
「家族の絆プロジェクト」に参加しています。

　「家族の絆プロジェクト」とは、東日本大震災の教訓をもとに、一人でも多くの『歯の記録』を
保存するプロジェクトです。簡単にいうと、大規模災害があった際の身元確認のために、皆様のお
口の中の情報をデータ化して安全な場所で一括管理するというものです。
　登録方法は６月９日の健康まつりの歯科健診を受診し、その時に「家族の絆プロジェクト」に登
録したい旨を伝えて下さい。歯の情報を専用チャートに記録し、歯科医師会へ専用チャート用紙を
送付、コンピューターへ保存いたします。登録にかかる費用は無料です。　
　また、歯科診療所でも登録することができます。希望の方は新庄村歯科診療
所へお問い合わせ下さい。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新庄村歯科診療所　金盛）

「家族の絆プロジェクト」

り

い

さ
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４
月
16
日
（
木
）
〜
22
日

（
水
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
て
お
花

見
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
半
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
木

代
邸
前
で
満
開
の
が
い
せ
ん
桜
の

下
で
お
花
見
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

後
半
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
敷

地
内
の
し
だ
れ
桜
が
満
開
を
迎
え
、

郷
土
資
料
館
を
背
景
に
し
て
、
こ

ち
ら
も
風
情
の
あ
る
お
花
見
と
な

り
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
お
天
気

の
日
は
、
梨
瀬
〜
浦
手
奥
に
か
け

て
桜
め
ぐ
り
の
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛

け
、
村
内
の
桜
名
所
を
満
喫
す
る

１
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

満
開
の
桜
の
下
で
頂
く
た
い
焼

き
・
栗
ま
ん
じ
ゅ
う
は
美
味
し
く
、

皆
が
笑
顔
で
楽
し
め
ま
し
た
。

　

さ
く
ら
の
里
で
も
、
公
民
館
裏

や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
し

だ
れ
桜
等
を
見
に
散
歩
を
兼
ね
出

掛
け
ま
し
た
。
さ
く
ら
の
里
の
廊

下
か
ら
も
き
れ
い
な
桜
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
が
、
間
近
で
見
る

桜
は
と
て
も
き
れ
い
で
、
利
用
者

の
皆
で
喜
ん
で
、
栗
ま
ん
じ
ゅ
う

と
飲
み
物
を
片
手
に
満
開
の
桜
を

満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
日
に
は
、
４
月
生

ま
れ
の
方
の
誕
生
会
も
兼
ね
た
お

花
見
と
な
り
、
桜
の
木
の
下
で
記

念
撮
影
も
行
い
ま
し
た
。

  　
　
　
　
　
　

　

今
後
も
、
四
季
折
々
に
合
わ
せ

た
行
事
等
を
計
画
し
、
利
用
者
皆

様
に
楽
し
ん
で
喜
ん
で
頂
け
る
よ

う
職
員
一
同
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　

新
た
に
13
名
の
方
を
会
員
に
迎

え
平
成
27
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
休
会
と
な
っ
て
い
た
千
寿

会
も
活
動
再
開
と
な
り
、
９
単
位

ク
ラ
ブ
・
総
会
員
数
３
７
５
名
で

の
活
動
開
始
で
す
。

　

4
月
の
活
動
状
況

９
日　

会
計
監
査
（
２
名
）

16
日　

女
性
部
会
（
６
名
）

30
日　

役
員
会
（
10
名
）

　

５
月
19
日
開
催
の
通
常
総
会
に

て
正
式
決
定
と
な
り
ま
す
が
、
今

年
度
実
施
日
の
決
定
し
て
い
る
行

事
は
左
記
の
通
り
で
す
。

　

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

６
月
16
日　

奉
仕
作
業

９
月
29
日　

真
庭
地
域
老
人
ク
ラ

　
　
　
　
　

ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

４
月
20
日
付
け　

　

中
塚
直
希　

（
臨
時
職
員
）

　

作
業
療
法
士
と
し
て
、
主
に
通

所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
リ
ハ

ビ
リ
や
介
護
業
務
を
行
い
ま
す
。

５
月
１
日
付
け　

　

清
川
博
義　

（
運
転
手
）

　

主
に
福
祉
医
療
バ
ス
・
通
所
介

護
の
運
転
業
務
等
を
行
い
ま
す
。

  

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
紹
介

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
の
補
償

と
し
て
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

保
険
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用

保
険
」
等
が
あ
り
ま
す
。
活
動
中

の
ご
自
身
の
怪
我
や
誤
っ
て
物
が

壊
れ
た
り
等
の
補
償
を
行
う
も
の

で
す
。

　

加
入
手
続
き
、
詳
細
等
は
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

社
協
だ
よ
り

理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

職
員
紹
介

お
花
見
会

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　

村
内
無
料
電
話

　
　

３―

３
１
０
６

　インドネシア、スラベシ島のアムダマリノ農場の近況をお知らせいたします。
　今年もアムダマリノ農場では一昨年６か月間にわたって新庄村に滞在した　イカワティさんが中心となり
地元の農家の方々と農場の棚田と畑でイネと野菜を有機農業で栽培しています。
　稲の栽培には新庄村で学んだ堆肥づくりを活用して地元の家畜の糞や雑草、野菜の残渣、残飯などを発酵
させた有機堆肥を土にすき込み、土壌を改良、そして日本風に苗を条列に植えて株間を取り稲栽培すること
で収穫量のアップを目指しています。
　そして昨年二度にわたって農業技術指導の為に新庄村から渡航した技術者によって現地で更に改良強化さ
れた有機堆肥や液肥、焼きスクモ等を水田に施して今年の
稲の成長を促進しています。農場の急斜面にある１５枚の
棚田では（合計３反程度）圃場ごとに詳しく稲の栽培成長
のデータ―を記録し、生育の様子や収穫量の調査を行いま
す。また病害虫や病気の発生の状況を随時把握し、予防と
治療の実施を現地の農家の皆さんと色々試行錯誤しながら
取り組んでいる様子を伝えてきています。
　稲作と野菜栽培の両面で従来までの化学肥料のみで栽培
する方法から有機農業への転換を果敢に挑戦しています。
近隣の農家もマリノ農場での成功事例を耳にするごとに興
味を持ちはじめ、マリノ村近隣での有機農業普及になくて
はならない存在になってきています。今後とも現地と連携
して新庄村発の国際貢献の今後の発展に助力していきます。                                              
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（産業建設課　山田）

　山まつりは毛無山の山開きとも位置づけられ、夏山の安全祈願
を行います。
◆主なイベント
　10：00～　森林セラピー散策（有料）
　11：00～　護摩法要、ごりやく餅配布
　12：30～　森のコーラス
　13：00～　紙ヒコーキ飛ばし大会
◆そうめん流し、新庄村特産品などの販売を行い
ます。
　皆様、お誘い合わせの上ぜひ、お越し下さい。
　なお、日程は変更になる場合があります。

◆お問い合わせ
　新庄村役場　産業建設課
　村内無料電話　３‐２５１２
　ＮＴＴ　５６-２６２８
　　　　　　　　　　　　　　（産業建設課　柴田）

アジア有機農業連携活動推進協議会便りアジア有機農業連携活動推進協議会便り

自作のすじ引きを利用して株間を測って条植え

６月７日（日）毛無山山まつり開催６月７日（日）毛無山山まつり開催
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瀬
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中学校だより

小学校だより
　５月１日、快晴の空の下、全校児童３８名と、教員８名・ボランティアの方４名で毛無山頂上を目指しました。
　めあては、 ・励まし合って登ろう。・自然を楽しもう。の２つです。
　全校登山は今年で２年目。６年生をリーダーとする６つの縦割り班で、険しい山道に挑みます。体の小さい１
年生にとっては、断崖絶壁に見える斜面もあります。上級生が手を引いたり、荷物を持ったり、時には抱きかか

えたりして進みました。上級生には下学年を思いやる気持
ちが、下級生には上級生に対する信頼感が育ちます。
　約２時間半で頂上に到着。山頂から見る素晴らしい景色
に歓声が上がります。おいしくお弁当をいただきました。
　下山後、全員が集合して、感想を発表しました。どの児
童も、めあてが達成できた満足感にあふれていました。
　新庄小学校では、今後もいろいろな場面で縦割り班を活
用し、自己肯定感や有用感を育てていきたいと思います。

　（新庄小学校　畦崎）　

　４月１３日（月）の午後、入学間もない1年生が小学５･６年生の傘踊り
の指導の手伝いをするために、小学校体育館に出かけました。地域の方
が指導をしてくださり、1年生がお手本を示し、途中からは小学生と一緒
に踊りました。また、２３日（木）には、小学校の調理室から火災発生と
いう設定の下、小中合同で避難訓練を実施しました。
　このように、１年間の中で何回か小学校と中学校が一緒に行う行事や
取り組みがあります。さらに、今年からＰＴＡ活動も小中合同で行うこと
になりました。こういった流れの中で、２８日（火）の放課後、小中一貫教
育推進会議連絡会を実施しました。『将来の夢や希望をもち 心豊かに
たくましく生きる 新庄っ子』を目指す児童･生徒像とし、具体的には「小中で切れ目のない教育」「児童生徒や
教職員の交流」「学校･家庭･地域が一体となった教育環境づくり」をねらいとして、小中が一体となって取り組
んでいきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新庄中学校　穐山）

　

小学校･
中学校の連携 ～児童･生徒も教職員も～

今年も毛無山に挑戦！

　４月２５日（土）、小学校体育館で、ジュニアスポーツクラブ結団式
を行いました。
　今年度から１０名のクラブ員が加わり、クラブ員は２３名となりま
した。
　はじめに指導者から挨拶があり、続いてクラブ員全員が自己紹介
で「大きな声を出したい」「ボールを強く蹴りたい」「高いトスを上げ
たい」など、頑張りたいことの発表をしてくれました。
　今年度のサッカーのキャプテンに福井柾人くん、副キャプテンに門涼太郎くんが選ばれ、ソフトバレーのキャ
プテンに荒川りのさん、副キャプテンに荒川太一くんが選ばれました。
　学年を越えたスポーツ活動を通して、個人技だけでなく、チーム力を高め、あいさつやマナーを守る新庄村ジ
ュニアスポーツクラブの伝統を引き継いでもらいたいと思います。
　今年度も保護者の皆様、指導者の皆様、ご協力とご支援をよろしくお願いします。　　（公民館　平中）

ジュニアスポーツクラブ結団式
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